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史苑（第七一巻第一号）
　一九九四年、サバティカルを終えた粟屋先生のゼミが始




期課程に進学した。大学院の粟屋ゼミは、多彩な人物で構成され、活気に満ちていた。私が大学院 在籍した頃、粟屋ゼミには、小林元裕氏（現・新潟国際情報 学准教授） 、安達宏昭氏（現・東北大学大学院准教授） 、永井均氏（現・
広島市立大学広島平和研究所准教授） 、豊田雅幸氏（現・立教大学助教） 、茶谷誠一氏（現・成蹊大学助教）といった面々が顔を揃えていた。近代史担当の山田昭次先生が退職された後は、山田ゼミの大学院生も、粟屋ゼミに加わった。
　粟屋ゼミには、フランク・ミシュラン氏（現・明治大学
特任准教授）ら多くの留 生も所属していた。国際色豊かな点も、粟屋ゼミの特徴であった。立教に籍を置いていない留学生も、粟屋先生のもとに集まってきた。現在、イギリスのケンブリッジ大学で日本史 担当しているバラック・クシュナー氏は その一人である。
　ゼミの活動の柱は、注目すべき研究書の書評や、大学院
生による研究報告であった。自分が報告をする際には 先生や先輩の厳しい質問に身構え、かなり緊張したものである。大学院生の指導にあたり、粟屋先生 最も重視されたのは、一次史料を丹念に読み込むことであっ 。一次 料に依拠した“新たな歴史学”を切 拓いてきた粟屋先生の姿勢は、先生が多くの史料集を刊行されていることにもよく現れている。
　また粟屋先生は、日本史研究とはいえ、国外の史料を存





し、公式には粟屋ゼミの構成員から外れることになった。法学研究科への入学は、私 研究者人生にとって大き転換点となった。実は、私が法学研究科への入学を決意したのも、粟屋先生のアドバイスがあってこそであ た。私の関心が一九五〇年代以降の日本外交史にあることを見取った粟屋先生は、政治学にシフトして研究を進めるべきだと助言して下さったのである。もちろん、法学研究科籍を移してからも、粟屋先生は私を「門下生」とし 扱って下さった。これは、粟屋先生が、教え子 将来をいかに真剣に考えて下さっているかを示して余りあるエピソードだといえる。
　二〇〇〇年四月、 私は沖縄国際大学法学部に着任したが、
今日に至るまで、粟屋先生にはお世話になり続けている。二〇〇九年に岩波書店から 『池田政権期の日本外交と冷戦』を出版できたこ も、粟屋先生と無 係ではない。なぜなら、拙著の出版を手がけ の 、粟屋ゼミＯＢの
大塚茂樹氏だったからである。大塚氏は、粟屋ゼミの後輩を育てるというお気持ちで、私に接して下さったのではないかと思う。大塚氏からは、実に多くのことを教えていただいた。粟屋ゼミの大先輩に拙著の出版をお願いすることができたのは、望外の喜びであった。
　粟屋先生は東京裁判研究の第一人者として優れた研究成
果を挙げられ だけでなく、 「人材の育成」という点でもすばらしい結果を残された。私も、及ばずながら、粟屋ゼミ卒業生として恥ずかしくない仕事をしたいと思う。粟屋先生にご教示いただいたことを研究に生かし、自分の教え子に伝えていくことで、粟屋先生の学恩に報い 考えている。
（沖縄国際大学法学部准教授）
　
